
1．はじめに
　2025 年 8 月、アゼルバイジャン、タグラル洞窟の
第 3 次現地調査を実施した。2023 年の予備調査、
2024 年の発掘開始をへて、より本格的な調査となっ
た。調査の目的は、南コーカサス地方におけるネアン
デルタール集団の到来、展開、サピエンス集団との交
替のプロセスを調べることである。
　ネアンデルタールはハイデルベルゲンシス末裔の一
集団として、約 30 万年前のヨーロッパ大陸で誕生し
た。その後、アジアにまで分布域を広げた際、障害と
なったのが黒海とカスピ海である。したがって、彼ら
は、その北部、もしくは南部を通って東に向かった。
北の回廊はウラル山脈の南をへて中央アジアにつなが
り、最終的にネアンデルタールたちは約 4 万年前、東
北アジアにまで到達した。一方、南の回廊は中央アジ
アへの東漸と西アジアへの南下の分岐点でもあった。
南下した集団はアフリカから北上するサピエンス集団
と最初の交雑を経験した。
　こうしてみると、アゼルバイジャンはコーカサス南

回廊の分岐点に位置する。中期旧石器時代の文化堆積
を豊富に残すタグラル洞窟は、ヨーロッパからのネア
ンデルタール人進出と展開を調べるうえで格好の遺跡
なのである。
　さて、本稿のタイトルには第 16 次調査と掲げてい
る。これは 2008 年におこなった筆者らの最初のアゼ
ルバイジャン現地調査の年から数えたものである。コ
ロナ禍の 2020、2021 年に中断した以外は毎年、現地
調査を実施してきた。その大半は新石器時代、つまり
コーカサス地方への農耕牧畜の拡散を調べる研究を主
眼としていたが、近年はネアンデルタール人研究への
シフトをすすめてきた。新石器時代の開始に関わる研
究が一定の成果をあげたことに鑑み（Nishiaki 2025）、
東京大学が 1960 年代から続けてきた西アジアにおけ
る人類進化研究をアゼルバイジャンにて継続する舞台
が整ってきたからである。2016-2022 年に調査したダ
ムジリ洞窟は、中石器時代～新石器時代の移行を跡づ
けた画期的遺跡であったが、ネアンデルタール人文化
層の存在を示したことも耳目をひいた（図 1；Nishiaki 
et al. 2025a; Aliyeva and Nishiaki 2025）。また、2023
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年にはダムジリ洞窟近傍のネアンデルタール人遺跡と
して知られていたダシュサラフル洞窟の再発掘を実施
した（西秋ほか 2025；Nishiaki et al. 2025b）。
　今回のタグラル洞窟の発掘は、以上の背景をふまえ
て開始したものである。2025 年の現地調査は 8 月 9
日から 29 日まで実施した（図 2）。

2．タグラル洞窟について
　この洞窟は、アゼルバイジャン南部、ホジャヴェン
ド県に位置する。小コーカサス山麓部、標高は約
710 m、アラクス川の支流の一つであるクルチャイ川
が南を東西に流れる。その河床との比高は約 35 m で
ある。
　アゼルバイジャンにおける旧石器時代の本格的調査
は 1950 年代に始まった。1956 年のダムジリ洞窟発掘
を皮切りに調査が進展し、クルチャイ川流域にあるア
ズフ洞窟とタグラル洞窟が 1960 年に発見された。ど
ちらも発見者は M. フセイノフであり大規模な発掘調
査が繰り広げられた。アズフ洞窟では最下層からはオ

ルドワン文化を彷彿とさせる石器群を有する文化層、
上層ではハイデルベルゲンシスの化石人骨が発見され
るなど前期旧石器時代を中心に成果があがった。一方、
タグラル洞窟では分厚い中期旧石器時代の文化層が見
つかった。すなわち、これら二つの洞窟遺跡は南コー
カサス地方における人類進化、旧石器文化の発展を語
るのに欠かせない定点を提供する（Zeynalov et al. 
2025a；西秋 2025）。
　タグラル洞窟の発掘は 1977 年から A. ジャファロフ
が引き継ぎ、1986 年まで継続した。6 m におよぶ中
期旧石器文化層の発見は、コーカサス地方において初
めてのことであった。この洞窟は、全部で六つのチェ
ンバーからなるカルスト洞窟である。考古学的堆積は、
その東端に位置する幅 8 m、奥行き 10 m ほどのチェ
ンバーで見つかった（図 2）。中期旧石器時代文化層は
厚さ数十センチに満たない完新世層直下に位置し、第
2～6 層に分けられた。最下層は、南コーカサス地方
におけるネアンデルタール人到来の時期や、その後の
文化進化を定める上で、きわめて重要である。また、
重層的な文化層は、その後の彼らの文化、適応の変遷
を明らかにする材料となる。さらに言えば、第 2 層は、
当初の報告では中期旧石器時代とされたにもかかわら
ず（Jafarov 1983）、後の論考では後期旧石器時代とさ
れており（Jafarov 2017）、解釈が揺れている。旧人新
人文化層が層位的に見つかった例はアゼルバイジャン
では未見であるから、その実態を定めることは交替劇
研究の観点からきわめて重要である。

3．日本チームのタグラル洞窟発掘
　ソビエト時代の発掘は洞内堆積の 2/3 におよんだと
いうが、私たちは 2023 年の予備調査によって未発掘
の堆積物が洞内の東壁側、そして洞口部テラスに十分、
残っているという見通しを得た。そこで、2024 年に
は東壁際に 1 m 幅の南北トレンチを設けて発掘を開
始した（Nishiaki et al. 2025c, d；西秋 2025；西秋ほか
2025）。その結果、岩盤は洞奥から洞口に向けて急傾
斜していることが確認された。すなわち、かつての発
掘は洞奥部では岩盤に到達していた一方、洞口部以南
ではさらに豊富な文化堆積が残存していることがわ
かった。
　そこで 2025 年の発掘においては、次の発掘をおこ
なった（図 3；Zeynalov et al. 2025b）。

（1）第 2・3 層：洞奥部東側にはタグラル洞窟における
中期・後期旧石器時代の移行を理解するに欠かせない

図 1　タグラル洞窟と関係遺跡の位置。

図 2　�タグラル洞窟の全景。左下に、新たに設置された遺跡
解説プレートが見える。
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第 2・3 層が残存していると考えられたため、1 m 幅
のトレンチを南北に 2 m、拡張した。出土物の大半は
動物骨の破片であった。旧石器時代当時の洞奥では天
井高が地表から 1 m もなかったはずである。日射が
十分に届かなかったことを鑑みれば、居住空間と言う
よりはゴミ捨て場のような場所であったと思われた。
ただし、第 2 層の石器も若干、回収できたから、タグ
ラル洞窟に後期旧石器文化層があったかどうかという
問題を解決できるという見通しを得た。

（2）第 4 層（図 4）：洞奥部にわずかに残っていた第 4
層以下の発掘を深さ 50 cm ほど進めた。第 4b 層の上
部にあたる。かつての報告どおり炉跡や動物化石の集
中部が層位的に検出された。炉跡周辺、特に洞窟壁側
に動物化石が密集するパタンがみられた。動物骨の多
くはおそらく意図的な破砕を受けていた。費消された
食料の残滓なのだろう。

（3）第 5・6 層（図 5）：ソビエト時代に十分には調査さ
れなかった洞口部の発掘もおこなった。現在の洞口部
には東西 5 m、南北 1-2 m ほどの巨石が鎮座している。
洞窟庇部の落石である。落下したのは第 4b 層期であ

ることがわかっているから、その下には第 5 層以下の
文化層が残っているはずである。2025 年度には現在
の地表下 2 m ほど掘り進めた。上部は大量の石灰岩
礫を含んでおり、居住層にはみえなかった。おそらく、
第 5 層～4b 層前半、落石が頻出した時期にあたって
いるのであろう。しかしながら、その下、第 6 層では
多くの石器、動物骨を産出する土層が見つかった（図
6）。それらは、現在、この洞窟では最古期の資料であ
る。岩盤には到っていないから、次年度以降、さらに
古い文化層が見つかる期待が高まった。

4．おわりに
　旧石器時代遺跡と言えば、山沿いの洞窟で見つかり
やすい。アゼルバイジャンにおいては小コーカサス山
脈一帯が狙い所であるが、1991 年のソビエト連邦崩
壊以来、そこは隣国アルメニアとの領土係争地となっ
たため、長らく調査が停滞していた。しかしながら、
2020 年以降の政情変化を受け、領土はアゼルバイ
ジャン帰属と確定した。今後、次々に同地において新
遺跡が見つかり、新知見が得られていくことであろう。

図 3　タグラル洞窟の発掘区。洞奥から洞口を見る。左が東壁。

図 4　�タグラル洞窟第 4層の炉跡。手前には露出した岩盤が
見える。

図 5　タグラル洞窟第 5・6層の発掘。

図 6　タグラル洞窟第 6層出土のムステリアン石器。
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　新資料を適切に解釈するには、既知の遺跡にかかわ
る情報を整理しておくことが欠かせない。タグラル洞
窟は、アゼルバイジャン中期旧石器時代の理解に、間
違いなく基盤を提供する。堆積物の大半が半世紀ほど
前、十分な記録も残さず発掘されてしまったことは残
念であるが、なお研究可能な堆積物が残されているこ
とを私たちの再調査は示した。実際、ネアンデルター
ルの絶滅期（第 3・2 層）、かれらの広範な活動期（第 4
層）、南コーカサスへの到来期（第 5 層以下）といった
我々の関心に直接関わる研究費料が回収されつつある。
今後も調査を継続し、資料を現代的な分析技術を駆使
して解析していきたい。
　2025 年度の調査は、日本学術振興会科学研究費特
別推進研究「サピエンス数理先史学」（課題番号
24H00001、研究代表者：西秋良宏）等によって実施し
た。
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